
R６.6 農林水産省「肥料をめぐる情勢」より

下水道資源の肥料利用に向けた取り組みについて
資料５



①スラグを用いたリン回収技術 （令和５年度研究開始）

②汚泥燃料化物の肥料化 （令和５年度研究開始）

北九州市の下水道資源の肥料利用に向けた取り組み

◆リン回収技術の特長
○簡素なリン回収プロセス
○鉄鋼・下水からリン同時回収する

ことで付加価値の高い肥料となる

◆燃料化物の特長
〇年間を通じて安定的に製造。
〇含水率10%程度、T-N約４～５％、

T-P約３～４％、T-K約1.0％未満。
〇1～5mm程度の粒状に成形され、

運搬、貯蔵性等の取扱い性に優れる。

（２）理解促進・PR（１）下水道資源の肥料利用

・肥料登録、試験栽培
・品質や安全性の検証
・下水道に対する負のイメージの払拭
・農業関係者との信頼関係の構築
・配合肥料として販路展開

・肥料化するコスト
・重金属などの安全性や臭い
・下水汚泥由来の肥料を活用する
ことへの農業者、消費者の理解

・地域内需要や販路

◆課題および展開方策

取組に対する課題 今後の展開方策

〇地元団体と共同で「じゅんかん育ち」のホップ栽培（日明浄化センター）
・再生水、汚泥肥料によるホップ栽培
・「親子ふれあい教室」における収穫体験
・上下水道資源を使用した地ビールの製造

◆市制60周年記念地ビール
「KITAKYUSHUダブリュー」完成（令和５年９月３０日発売）

米の試験栽培
（令和6年6月5日）

「北九州発のＳＤＧｓ肥料」の実用化

・日明浄化センターにおいて、脱水分離液中に含まれるリンをスラグを用いて
資源として回収。

・鉄鋼スラグは九州製鉄所八幡地区において発生する原料を使用。
・国の下水道応用研究を活用（日鉄エンジニアリング㈱と共同）。

〇下水道資源（肥料、再生水）活用検証の実証フィールド。（日明浄化センター）

・日明汚泥燃料化センターにて製造される燃料化物の肥料利用

平成２７年１０月運用開始DBO

令和6年７月1７日
北九州市上下水道局

ホップの生育状況
（令和6年6月3日）

『校外学習』 × 『さつまいも苗植え体験』
（令和6年５月27日）

〇下水汚泥の肥料利用拡大に向けた案件形成支援業務（令和６年度：国交省）
・肥料メーカー、農業関係者、周辺自治体などを対象としたセミナーの開催
（令和６年10月頃予定）

パイロットプラント（令和５年１２月完成）
（令和6年3月２５日 見学会実施）







 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なぜ肥料化なの？ 

・主な化学肥料の原料である尿素、りん安（リン酸アンモニウム）、塩化加里（塩化カリウム）は、 

ほぼ全量を輸入しており、国際情勢や原料産出国の影響を受けやすい状況です。 

・そのため国においては、肥料の安定供給と持続可能な農業生産の実現のため、2030 年までに堆肥

や下水汚泥資源の肥料としての使用量を倍増し、肥料使用量（リンベース）に占める国内資源の利用

割合を 40%まで拡大することを目標に掲げています。 

・北九州市上下水道局においても、下水汚泥資源の肥料化に積極的に取り組んでいます。 

■肥料原料の輸入通関価格の動向 ■リンベースの肥料使用料 

循環社会学習 

出典：農林水産省 HP（肥料をめぐる情勢） 

■上下水道局の取組み 

ほしいも 
（じゅんかん育ちのさつまいも使用） 収穫したたまねぎ 収穫したさつまいも 


